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独
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は
、

か
か
る
水
乎
的
贸
易
に
殆
ん
ど
参
加
す
る
こ
と
が
で
'

き
ず
、
.第T

次
商
品
を
輸
出
し
、
工
業
品
を
輸
X:

す

V

 

る
と
い
.ぅ
垂
直
的
質
易
に
伍
倒
的
に
依
存
し
て
い
る
：

こ
と
に
困
難
の
中
心
が
存
す
各
こ
と
を
明
示
す
る
.0
.

.

.一；
 

.第
1ニ
は
、
.第
：--
-
の
分
析
が
^
も
結
論
さ
れ
が
よ
ぅ
ン
.
'

に
、，
低
開
発
国
も
ま
た
今
後
は
世
界
質
易
の
発
展
の
'

至
澉
た
を

H

業
品
間
水
乎
的
質
易
に
部
分
的
に
で
も

.
 

乗
っ
ー
，
て

：
.

ぃ
か
.
.ね
ぱ
な
ら
な
ぃ
.の
で
ぁ
り
-'
ま

ず

、
低

開

.

：：

:

七

八

：
.

(

七

五

八

)

発
国
の
第
'1

次
商
品
輸
出
0

困
難
性
、.
脆
弱
性
、
不 

.安
定
性
を
解
剖
じ
.
.

(

第
三
章
.

)>

 

だ
か
ら
こ
そ
低
開 

発
国
も
工
業
品
輸
出
に
活
路
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な 

'
い
と
い
ぅ
必
然
性
、.

な

ら

び

'に

エ

業

品

輸

出

振

興

の 

方
策
を
究
明
す
る
'
.
.

(

第
四
.章)

.

.

.：こ
と
で
あ
る
。
こ
こ 

で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
次
商
品
交
易
条 

件
の
長
期
的
下
降
傾
向
と
上
方
硬
直
性
お
ょ
び
短
期 

的
大
幡
不
贫
定
性
の
指
摘
と
そ
の
原
因
の
解
明
、
な 

ら
び
に
:;
x

寒
品
輸
出
振
興
の
た
め
の
直
接
的
生
産
目 

敗
赠
与
で
あ
る
。
.

.

第
三
は
、
低
開
発
国
経
済
発
展
の
最
も
有
望
な
一 

つ
の
解
決
策
と
し
て
瘙
済
統
合
と
が
共
闻
市
場
結
成 

の
ね
ら
い
、
原
理
、
方
^

、
可
能
性
を
さ

ぐ

る

こ

と 

で
‘

り
、
中

南

米

(

第
五
章)

.
と
柬
南
ァ
ジ
ァ(

第 

六
章)

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

.以
上
が
本
書
の
構
成
.
•主
要
内
容
で
あ
る
が
、
全 

体
を
貫
く1

つ
の
#

^

は
、
そ
め
分
趴
が
一
九
世
お 

と
1

0

世
紀
と
に
'お
け
る
世
界
貿
易
の
原
理
的
転 

換
、
比
輓
優
位
決
定
因
の
変
化
1:
|

;

2:型
の
分
業
か 

ら
L

I

C
型
の
分
乘
へ
の
移
行)

.
に
裏
付
け
ら
れ
て 

ぉ
'り
、

1

つ
の
：|
質
.し
た
理
論
.の
鉴
碟
に
な
さ
れ
て 

.

い
る
と
い
.ぅ
こ
と
で
あ
る
。
そ
-L

て
そ
の
結
果
と
し 

て
南
北
問
題
解
決
の
、
と
く
に
低
開
発
国
の
質
易

振
興
，
発
展
の
方
向
も
、

一
義
的
に
、
勿
論
第
：

1

次 

商
恥
の
輪
出
拡
大
の
迸
题
性
舍
無
视
す
る
あ
け
で
は
.

. 

な
い
.が
、
低
開
発
国
贸
易
を
水
平
的
贸
易
化
の
線
に 

組
み
入
れ
る
こ
と
を
知
い
て
.ほ
か
に
如
.い
の
で
あ

V

 

.

.
パ

.:
■

:

,

_

.

.

.

ぐ

ぃ

：

.
：

る
。
.

本
書
に
お
い
て
:%
、
教
授
の
他
の
著
作
'と
同
.

: 

に
、
，
多
数
の
独
創
的
な
か
つ
有
^
な
®

㈱
な
い
し
分
- 

析
、
新
し
い
雄
实
仏
発
見
ぺ
注
目
さ
る
べ
き
提
案
が 

存
在
し
て
い
る
が
、
こ
こ
.で
は
、
本
書
の
結
論
を
な
.

し
、
国
速
贸
1

発
|

?

 

?
ク
な
提
案
で
'

-;
, 

も
あ
る
直
接
的
生
産
目
的
赠
与
を
と
り
■あ
げ
る
。
へ
こ
：：
 

の
提
案
は
、
.'
.今
後
ー
:0
年
間
に
、
先
進
国
は
、
絶
来
ン 

の
人
道
主
義
的
援
助
な
い
し
諶
礎
構
造
援
助
に
か
え 

て
、
た
と
え
ば
総
額一

一
五
.〇
億
ド
ル
ぐ
ら
い
の
低
開
：
へ 

発
国
の
直
接
的
生
産
活
動
：に
役
立
つ
機
械
、
.：設
備
、
. 

化
学
肥
料
そ
の
他
.の
资
本
财
を
赠
与
す
べ
き
で
あ
る 

こ
と
を
.主

.
要

内

容

と

す

^

*
 

:

こ
の
直
接
的
生
産
目
的
赠
与
に
，ょ
り
、
先
進
国
で
.

は
、

ff
i

化
学
工
業
の
拡
大
、
.労
働
集
約
的
軽
工
業
と 

餿
業
の
構
造
調
整
、
：
低
開
発
国
品
べ
；の
市
場
開
放
於

：
_ 

, 

剌
戟
促
進
さ
れ
、
他
方
低
間
発
国
侧
：で
は
，
：遍
格
エ 

業
の
設
立
拡
大"

農
業
の
生
產
性
改
善
、
.

：そ
れ
ら
の':
,
:/
' 

輪
そ
し
て
自
汝
的
，持続的経済発展へ

■
:
:
:

:/
:
'

の
離
陸
が
果
さ
れ
、
.
さ
ら
に
.景
気
循
環
対
策
と
し
て
：
 

:
も

有

用

な

の

：
で

あ

る

.。

ご

の

提

案

：は

、
，
.
従

来

の

人

舞
 

的
な
い
レ
は
理
念
的
動
機
に
1

る
援
助
^

は
な
く 

H
、

経
済
柄
合
理
性
、
経
済
的
論
理
に
も
と
づ
く
も
ン
' 

Q
.

で
.あ
り
”

歡
界
I

と

し

一

て

美
S

有

効

.
利

バ 

用

、
：
国

際1

と

構
,

1

の

暹

、
.：
よ

て

ば

世

ン
 

界
経
済
の
：安
定
成
長
に
'貢

献

：す

る

，
も

，
の

で

^

る
1

ま 

夂
こ
の
提
案
が
.、
通
商
面
、
_

際
贸
易
の
：分
嘢
ダ 

は
、
自
|1
|

質
易
原
則
に
で
^

る
だ
^-

の
ら
^

り
、：
プ 

ラ
イ
ス
•
.メ
カ
こ一

ズ
：ム
を
.活
用
し
、.
そ

の

前

：
の
，
段

.階

. 

た
る
生
産
：の
分
野
で
：の
#

恵
措
ft

卩
赠
与
が
必
要
で
：
 

あ
る
と
い
；ぅ
考
克
に
基
礎
づ
け
6.

れ
％
い
る
の
で
^; 

る

..
0

し
か
：し
不
幸
に
し
て
本
提
案
は
、
：
国
連
.質

-^
應 

発
会
議
で(

は
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
炎
く
終
？
て
い
？ 

る
。

.;

.

:

'

.':
:

•

.

.
■
'

へ 

本
書
を
通
読
し
て
み
て
、、
十

で

に
:{
0

々
の
論
文 

,

:

雑
f

の
他
に
既
発
表
の
も
：の
で
は
あ
為
が
ノ
ヮ 

い
つ
も
な
ポ
ら
教
授
の
独
創
性
ク
す
ぐ
れ
た
着
^
.
, 

力
、
現
実
の
怔
界
経
済
の
問
題
を
理
論
の
筋
を
通
し
ノ 

て
解
明
し
て
い
.こ
■ぅ
と
す
る
意
欲
と
積
極
性
に
は
、
: 

た
だ
た
だ
.感
服
さ
せ
ら
れ
を
ば
か
：り
で
あ
4

、.

わ
れ 

わ
れ
も
現
実
的
要
請
に
名
ぇ
：て
の
.理
論
の
発
展
.を
_
 

指
し
て
、
.一.
®
.の
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
残

さ
れ
た
問
題
も
多
く
あ
る
,°
.#
授
啩
身
も
、
水
平
的 

贸
易
の
原
理
:'
動
態
的
な
国
際
分
業
原
观
の
究
明
、
 

水
^
的
贸
易
の
形
‘態
論
を
乘
り
こ
え
て
動
因
論
へ
の 

前
進
.の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
て
:1
>
る
。
•
こ
.
れ

が

站

木
 

的
問
題
で
あ
り
、
国
際
分
業
理
論
の
動
学
化
が
必
袈 

で
あ
一
る
.こ
と
に
は
異
：̂
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
形 

態
的
水
平
的
分
業
が
従
来
の
：理
論
の
西
定
を
意
味
す 

る
の
.か
ど
う
か
、
実
証
^
に
み
て
も
水
平
的
贸
易
へ 

.

.の
転
換
、
第
一
次
商
品
.の
軽
視
が
正
当
か
否
か
も
問 

題
で
.あ
ろ

う

。

さ
ら
に
本
書
に
お
け
る
す
ぐ
れ
.た
構 

想
な
い
し
分
析
の一

層
精
緻
が
体
系
的
な
深
化
.
発 

'展
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
教
授 

'■
■.の

一
層
の
研
^
を
.
^
#
-
す
る
と
と
も
に
、'南
北
問
題
、

:
低
開
発
国
貿
易
問
題
の
所
在
.'
原
因
，
対
策
を
理
解 

す
る
た
め
の
重
要
：な
理
論
書
*
啓
蒙
書
と
し
て
、
本 

書
の
一
読
を
是
非
奴
す
す
め
.し
た
い
。(

国
元
書
房
； 
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